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業として築造中である。

(3) 今後の地下水利用

東北地方における地下水利用は，前述のように全国平均からみて，農業および、工業用水に占め

る地下水の割合が著しく小さい。しかし，仙台，111形 3 青森， 米沢，原町などのように地下水の

過度な利用によって地盤沈下を引き起しているところもある。 このこと は，一方では地下水利用

の集中があり，利用の限界に迷している地域が存在し，他方では多くの開発の余地を残している

地域が存在することを物語っている。

今後，地下水開発可能な地域としては3 東北地方に広く 分布する火山山麓2 北上，阿武隈山地

があげられるが，これらの地域は探査上困難な地域で今後の探査方法の発展確立がのぞまれる。

また，平野，盆地下に存在する第四紀層の地下水はかな り開発されているが， その下位の鮮新世t

の堆積物も かなり有望な帯水層を形成していると ころがあり，今後の開発の可能性を示している。

今後は，限られた地域で、の過度の地下水利用 をさけ， 地下水盆全体の地下水収支を明 らかにし，

収支が均衡する状態で利用することが望ましい。地下水は酒養量を超えて採水できないし，帯水

層を含む大地は無理なJ防水に対しては，すぐにきびしい反応を示すデ リケ ー トな容器であること

を念頭においてs 地下水を大事に使っていきたい ものである。 (松岡功〉
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第 2節地域の地下水

1.青 森 平野

(1) 地形・ 地質

青森平野は北方を青森湾に面し，東，西および南の三方をそれぞれ夏泊半島，津軽半島および

八時l田の火山山麓に固まれた低地帯である。

平野内を荒川，駒込川， 野内川が北流しp 中央部で堤川に合流して，青森湾に注いでいる。平

野の周辺部には扇状地性の低地が広がり，河口付近の青森市街地およびその以北は三角洲性の低

地となっている。平野と西側の丘陵地とは比高差 100-200m の断層崖で明瞭に境されている。

青森平野の周辺を構成する地質は3 新第三紀尾iと八甲田火山噴出物である。新第三紀層は東西

の山地や丘陵地を椛成し，八甲田火山l噴出物は南部の火山山麓に広く 分布するほか3 東西の丘陵

地の第三紀層を一部で覆っている(図2-2-5)。平野地下の地質の概11浴は図 2-2-6に示すとおり で

ある。 これによ ると 3 新第三紀中新世の地層を基盤としてこれを第四紀の地層が埋めてお り，平

野の西側では入内断層を境として新第三紀鮮新世の鶴ケ坂屑や大釈迦層と接している。基盤は平

野の東から西に向かつて深度を増し，入内断層付近では 1，000m にも及ぶものと考えられてい

る(2)。

(2) 地 下 水

平野地下の第四紀層の層相は喋，砂，;泥などであるが，八甲田火山噴出物の浴結凝灰岩を鍵層
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(中馬 ・長谷 ・松岡(1)による〉

として A層から E層までの 5層に区分されている (表2-2ーの。これらの各層の透水係数は 10-
2

_10-3 cm/sで，いずれも有望な;潜水層になっている。

青森平野では，第四紀の;貯水層がきわめて厚い。既存の井戸は深さが 50m未満のものから 500

m を超える ものまで広範囲に亙っている。取水深度(ス トレーナーの位置〉が深くなるにつれて，

地温の上昇と相まって地下水の温度も高くなる傾向にあり(図 2-2-7)，温泉として利用されてい

る例も多い。地下水の水混および塩素イオン濃度の平面的な分布をみると(図 2-2-8)，海岸部に

近づくにつれて水温は高くなり，塩素イオン濃度は逆に低くなる傾向がみられる。これは，海岸
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部ではより深部から地下水を取水しているためであろう。

青森平野では，近年， 市街地を中心として地下水の採取に伴う地盤沈下が認められ，青森県を

はじめ各行政機関でその対策が検討されている。

表 2-2-4 青森平野の地質層序表

名層也ふrp
質
代
地
時

層 J羽 分布深度および庖厚
透水係数
cmjs 

扇状地，後背湿地性堆積物よりな j事さは最大 30-35m に達する。

'7三t
る。磯，砂，粘土の互層。市街地

業rr A 層 では上部に砂， 下部で粘土， シノレ 6.5 X 10-3 

l:!t 
トとなる。野内川扇状地では砂礁

よりなる。

!球および砂E震が主体である。 海岸付近では東部で深度 50m，

B 層 入内断層付近で 200111となる。 4.8 X 10-3 

平野の南端では十数m になる。

第 l
比較的竪硬な凝灰岩

浴料;凝灰岩

B層と類似した層相を示し全般的 海岸部では東部で 90m，西部で

にl深層よりなる。ところにより， は約300mの深度まで分布する。

更
C 庖 i泥質となる。とくに海岸部では泥 平野の南部では 140m，海岸に向 2.1 X 10-

3 

質部が厚い。 かつて深くなり，最深部は 250m

である。

殺i
書結凝灰~I 比較的竪同灰岩

全体的に細粒堆積物よりなる。海 海岸部では東部で 130m，西部で

D 庖
岸部では泥質部が多くなる。 375 m である。平野南部では 225

7.4-7.5 X 10-3 

m，海岸中央で 250mの深度まで

i!l: 分布する。

浴結凝灰岩 比較的竪硬な凝灰岩

全般的に粗粒な土佐積物G深，砂)よ 海岸沿いの市街地では矢田前付近

りなる。 で 300m，入内断賠付近で 1，000

E 庖 m以深まで分布する。平野南部 7.1 X 10-
3 

では妙見付近で 525m，市街地で

560111の深度まで分布する。

溶結凝灰岩 比較的竪硬な凝灰岩

第 火山岩類 平野東部の山地から 20-45。の傾

基盤岩
斜で地下に もぐり込み，入内断層

付近では 860-1，000 m 以深に分

出己 布上限深度がある。

〈青森県 (2) 仙台通産局削による。〉
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図2-2-8 地下水水質分布図〈背森県(，)に基づき作成〉

(宮北順一〉
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2.津軽平野

(1) 地形・地質

津軽平野は，青森県の西部に位置し，東西約 20km，南北約 60km，面積約 1，000km2 の平

野である。奥羽山脈と岩木山に囲まれ3 岩木川が平野のほぼ中央部を北流し，十三湖に注いでい

る。津軽平野は五所川原市付近を境として，南津軽(弘前〉平野と北津駿平野に二分される。 この

平野の西側には，鳥海火山帯に属する岩木山 (1，625m)がそびえ，さらにその北方には扉風山砂


